
様式第１号（第３条関係）

年 月 日

　尾張旭市長　殿

住所 尾張旭市東大道町原田２６００番地１
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氏名 上水　太郎

該当する番号に○を付けること。

1 　簡易専用水道

2 　小規模貯水槽水道

名　 称 (TEL) R1 年 5 月
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　次のとおり貯水槽水道を設置したので、尾張旭市簡易専用水道等設置
管理要領第３条第１項の規定により届け出ます。

建　物

所有者 （設置者）

氏名又は名称
名古屋市△△町□□７８番地９

　　貯 水 槽 水 道 設 置 届

　1屋外

株式会社尾張旭　住宅管理部

(TEL)

（法人にあっては、主たる事務所の
所在地及び名称、代表者の氏名）

 設  置  場  所

　　　1屋上

記入例

設置者又は維持管理の権限が与えら

れている方の住所氏名

使用開始年月

設置者とは別に貯水槽の管理者がいる場合のみ記入

届出者と同一の場合は、「届出者と同じ」などの表記でも可

１ヶ月の平均予定使用水量を記入

「有効容量」が１０㎥を超える場合は簡易専用水道

１０㎥以下の場合は小規模貯水槽水道」

該当する施設がある場合のみ記入

貯水槽の容量ではなく、「有効容量」を記



記入上の注意事項
　１　届出者
　　　当該貯水槽水道の設置者又は維持管理に関する権限を与えられている者
　２　分類
　　　簡易専用水道、小規模貯水槽水道の別について、○で囲むこと。
　３　建物の名称
　　　○○マンション×号棟、△△小学校本館、××会社○○工場等建物の名称を記入
　　すること。
　４　設置年月
　　　水道事業者から浄水を受水して貯水槽水道施設を使用開始する年月を記入するこ
　　と。
　５　主用途
　　　主な用途を選び、○で囲むこと。
　６　所有者（設置者）
　　　届出者と同一の場合は、「届出者と同一」を記入することでもよい。
　　　貯水槽水道施設を設置（又は所有）している者（２名以上の者が共同して設置し
　　ている場合はその代表者）
　７　管理者
　　　届出者又は所有者（設置者）と同一の場合は、「届出者又は所有者（設置者）と
　　同一」と省略できる。
　　　当該貯水槽水道の全部の管理を任されている者（業者に管理委託している場合は
　　委託業者名を記入する。）
　８　給水設備
　　⑴　受水槽
　　　加圧及び貯水の目的で水道管より受水する水槽をいう。
　　⑵　高置水槽
　　　　配水量や水圧を調節するために建物の屋上等に設けられる水槽をいう。
　　⑶　副受水槽、圧力水槽等があればその他の貯水槽欄に記入すること。
　　　ア　設置場所
　　　　　屋外、屋内(地上､地下○階)等水槽の設置場所を記入すること。
　　　イ　設置状態
　　　　　床置式は、外面を点検できる構造をいい、水槽が地下に埋め込まれているも
　　　　のや建物の壁や床を水槽の外壁としているものは、その他に記入すること。
　　　ウ　水槽の数・容量
　　　　　容量は、水槽において適正に利用可能な容量をいい、水の最高水位と最低水
　　　　位との間に貯留される容量をいう。
　　　エ　材質
　　　　　該当する材質を選び、○で囲むこと。その他のものについては材質の種類を
　　　　記入すること。
　９　給水管の材質
　　　該当するものを○で囲むこと。その他のものについては材質の種類を記入するこ
　　と。
　10　滅菌設備
　　　水道水の再滅菌（消毒）のための設備の有無について○で囲むこと。
　11　使用水量 
　　　１か月の平均予定使用水量を記入すること。
　12　残留塩素測定器
　　　残留塩素測定器の有無について、○で囲むこと。 


